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２００９年８月２４日 

各 位 

会社名     ミニストップ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 阿部 信行 

      （コード番号 ９９４６ 東証第一部） 

問合せ先 専務取締役  井上 雅之 

ＴＥＬ （０４３）２１２－６４７２ 

当社の親会社      イオン株式会社 

代表者名 取締役兼代表執行役社長 岡田 元也 

（コード番号 ８２６７ 東証第一部） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

２００９年４月６日に公表した２０１０年２月期第２四半期累計期間（２００９年３月１日～２００９年８月３１日）

の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

１． ２０１０年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正（２００９年３月１日～２００９年８月３１日） 

 （連結）                                （単位：百万円） 

 営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益 

前回予想（Ａ） ５７，０００ ４，４００ ４，７００ ２，０００ 69 円 16 銭 

今回予想（Ｂ） ５５，０００ ２，１００ ２，５００ ９００ 31 円 12 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △２,０００ △２,３００ △２,２００ △１,１００  

増減率 △３．５％ △５２．３％ △４６．８％ △５５．０％  

（参考）前中間期業績 ６４，０６８ ４，６４３ ５，０９９ ２，４３２ 84 円 13 銭 

 （単体） 

 営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株当たり 

四半期純利益 

前回予想（Ａ） ３３，０００ ３，９５０ ４，３５０ １，８００ 62 円 24 銭 

今回予想（Ｂ） ３１，０００ １，７００ ２，３００ ９００  31 円 12 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △２,０００ △２,２５０ △２,０５０ △９００  

増減率 △６．１％ △５７．０％ △４７．１％ △５０．０％  

（参考）前中間期業績 ３３，９２５ ４，５４８ ５，０１３ ２，３８０ 82 円 33 銭 

 

２． 修正理由 

（単体） 

 第 2 四半期累計期間においては、昨年来の経済環境の悪化に伴う個人消費の低迷やタスポ効果一巡による売上の減少等

当社を取り巻く経営環境は一層厳しさが増しております。このような環境の中、店舗のスクラップアンドビルドや第５次

ＰＯＳ導入、ファストフード部門のコーヒーマシン導入など、当初の活動方針に基づいた施策に取り組んでおりますが、

７、８月の日照不足、梅雨明けの遅れ等天候不順の影響で、店内加工ファストフード部門におけるコールドデザートや飲

料・アイスクリーム等各部門における夏物商材の販売数が予定を大きく下回る見込みです。また、主力商品である米飯デ

リカ部門においては、お客さまの節約志向への対応が遅れたこともあり、「おにぎり 100円セール」などセール期間中は販

売を伸ばしたものの、それ以外の期間では販売数を伸ばすことができませんでした。その結果、既存店１店１日当りの売

上高前年同期比は予想に対し 1.8ｐｔ下回り 97.5%、店舗稼動日数の未達もあって、全店売上高は予想に対し３０億円下回

り１,５５０億円となる見通しです。売上総利益率は、利益率の高い主力商品の低迷により予想に対し0.8ｐｔ下回り、30.0%

となる見通しです。 

また、販売費および一般管理費においては、売上の底上げを図るため、品揃え支援費や販促費について計画を上回る施

策を実施いたしました。直営店舗削減による人件費削減や旅費交通費など経費削減に努力してまいりましたが、加盟店の

売上確保をバックアップする費用を積極的に投入したため、販売費及び一般管理費は当初計画を 8億円上回る見込みです。 
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上記の結果、営業収入は３１０億円（予想比△２０億円）、営業利益は１７億円（同△２２億５０百万円）、経常利益は

２３億円（同△２０億５０百万円）、四半期純利益は９億円（同△９億円）の見込みです。  
 
（連結） 
 韓国ミニストップ㈱は予定通りに業績が推移しておりますが、エムエス九州㈱は単体同様厳しい経営環境の中、計画を

下回る見込みです。第２四半期累計期間における連結業績は、単体の業績修正が主要因となり、営業収入は５５０億円（予

想比△２０億円）、営業利益は２１億円（同△２３億円）、経常利益は２５億円（同△２２億円）、四半期純利益は９億円（同

△１１億円）の見込みです。 

 

 

尚、通期の業績見通しにつきましては、１０月６日に予定しております第２四半期累計期間決算発表時にお知らせいたし

ます。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。  

以上 


